
 

患者を知りたい入門講座 

患者の立ち位置、医療者の立ち位置、あなたの立ち位置 

 
 

「患者を知って、よりよいサポートをしたい」。その想いを胸に、医療に関わる方々は日常的に研修や

実践を積み重ね努力をしています。しかし、個々の支援技術の充実に比べ、患者の全体像を知る機会は

多くありません。患者全体を俯瞰することは、支援者が自らの「立ち居地（ポジショニング）」を認識

し、相互の理解と連携の促進が期待されます。効果的な支援のための人材養成プログラム入門編です。 
 

開催概要 
 

【日時】2012 年 1 月 28 日(土) 10:20～17:00（開場は 10:00） 
【会場】京都大学東京オフィス会議室（東京都港区港南 2-15-1 品川インターシティ A 棟 27 階） 

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/tokyo-office 【交通】JR 品川駅港南口 徒歩２分 
【参加費】無料 
【主催】平成 23 年度厚生労働科学研究費補助金(第３次対がん総合戦略研究事業) 

『国民のがん情報不足感の解消に向けた「患者視点情報」のデータベース構築とその活用・ 
影響に関する研究』研究班（研究代表者：中山健夫） 

【事務局】健康情報棚プロジェクト事務局(E-mail:tana-project@hotmail.co.jp） 
【参加申込】お名前、ご所属を明記のうえ、上記の事務局宛にメール申込み。 
【申込締切】2012 年 1 月 23 日（月）先着 80 名まで。 
【受講対象】医療に関わる全ての方。 

医療従事者（医師、看護師、薬剤師等）、がん相談員、MSW、介護職員、図書館員、 
患者ご家族、患者団体の研修担当者、患者さんへの情報支援に関わる方等。 

【プログラム】 
１．（患者視点情報を知る） 

演題：「患者視点情報とは何か。」(仮題) 
内容：医学的な「縦糸の情報」と、闘病の手助けとなる「横糸の情報」の考え方を紹介します。 
講師：中山健夫氏（京都大学大学院医学研究科健康情報学分野 教授） 
 

２．（患者団体を知る） 
演題：「社会資源としての患者と患者団体」 
内容：患者団体の役割や様々な活動概要をわかりやすく解説。がん患者会の事例も取り上げます。 
講師：渡辺千鶴氏（医療ライター） 
 

３．(患者の知りたいを知る) 
演題：「患者の知りたい病院情報と医療のしくみ」 
内容：東京都内 300 床以上の一般病院 89 機関の調査結果をもとに、医療者が見過ごす患者の情報ニ

ーズを学びます。 
講師：坂本憲枝氏（消費生活アドバイザー） 

 
４．(コミュニケーションの難しさを知る) 

演題：「話を聞かない医師 思いが言えない患者」 
内容：医師と患者の本質的なギャップの埋めがたさをコミュニケーションを通して考えます。 
講師：磯部光章氏（東京医科歯科大学院循環制御内科学 教授） 

 
５．（患者の人生を見える化する） 

演題：「ライフマップ―疾患・障害とともに生きる人生を可視化する試み―」 
内容：患者の人生を視覚化した「ライフマップ」。患者と医療者の共通ツールの可能性を紹介します。  
講師：五十嵐歩氏（東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 特任助教） 

 
         【閉会予定】17:00 頃 ※都合により講演者・演題・順序が変更する時があります。 


